
問
題
の
所
在

（
１
）

江
戸
中
期
の
医
家
、
望
月
三
英
（
諒
は
乗
、
字
は
君
彦
、
鹿
門
と
号
す
。
三
英
は
そ
の
通
称
）
に
つ
い
て
は
、
「
初
メ
テ
折
衷
ノ
説
ヲ
唱
道
」
し
、

（
２
）

考
証
派
の
枠
組
を
も
築
い
た
と
承
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
余
り
ま
と
ま
っ
た
論
考
が
な
い
。
小
論
は
、
江
戸
後
期
に
は
保
守
派
扱
い
と
な

る
折
衷
な
い
し
考
証
派
が
、
提
唱
者
の
段
階
で
は
、
蘭
医
方
や
和
医
方
を
ど
の
よ
う
に
批
判
・
受
容
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
と

す
る
。具
体
的
な
考
察
の
目
的
は
次
の
四
点
に
在
る
。
第
一
に
は
、
進
歩
的
と
目
さ
れ
る
關
方
医
と
の
間
に
、
ど
の
よ
う
な
距
離
が
あ
る
の
か
測
っ

て
み
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
關
方
を
通
し
て
我
々
が
受
容
し
た
の
は
何
だ
っ
た
の
か
を
知
る
上
で
、
ひ
と
つ
の
指
標
を
提
示
す
る
こ

と
に
も
な
ろ
う
。
こ
れ
が
第
二
点
と
な
る
。
第
三
は
、
和
医
方
と
い
う
も
の
を
ど
う
評
価
し
、
位
置
づ
け
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
四

は
、
こ
う
し
た
考
察
か
ら
、
折
衷
・
考
証
派
が
何
を
め
ざ
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
何
が
し
か
の
示
唆
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。

三
英
の
い
わ
ゆ
る
「
折
衷
」
な
る
も
の
が
ど
の
よ
う
な
枠
組
を
持
っ
た
も
の
だ
っ
た
の
か
、
単
な
る
折
衷
に
す
ぎ
な
い
の
か
と
い
っ
た
点
に

（
３
）

つ
い
て
は
、
生
涯
・
思
想
・
著
述
・
医
療
実
践
等
に
つ
い
て
考
察
す
る
別
稿
に
譲
り
た
い
。

グ

望
月
三
英
と
藺
方
・
和
方

蠅
辨
準
程
程
嘩
挿
準
一
卉
璋
誕
需
昭
和
五
十
九
年
四
月
十
四
日
受
付

石
田
秀
実
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三
英
の
友
人
に
は
、
闘
学
を
学
ぶ
者
が
多
か
っ
た
。
『
阿
蘭
陀
本
草
和
解
』
の
著
者
、
野
呂
元
丈
は
医
官
と
し
て
同
僚
で
あ
る
と
共
に
、
服

部
南
郭
の
も
と
で
同
門
で
あ
っ
た
。
宝
暦
十
一
年
、
元
丈
の
死
に
際
し
て
三
英
は
、
「
実
夫
逝
け
り
。
あ
あ
哀
し
い
か
な
、
博
弁
の
学
、
こ
れ

よ
り
し
て
亡
び
ん
か
。
ま
た
惜
し
む
べ
き
か
な
」
に
始
ま
る
哀
切
な
手
紙
（
『
又
玄
余
草
』
巻
二
）
を
、
山
脇
東
洋
宛
に
送
っ
て
い
る
。
東
洋
の

（
４
）

『
外
台
秘
要
』
翻
刻
は
、
三
英
に
よ
る
宋
版
と
の
対
校
作
業
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
両
者
の
交
友
関
係
は
、
『
又
玄
余
草
』
所
収
の
書
信

青
木
昆
陽
と
は
、
野
呂
元
丈
と
共
に
友
人
で
あ
り
（
『
又
玄
余
草
』
巻
二
与
呂
実
夫
書
）
、
天
文
方
の
西
川
正
体
と
は
、
東
洋
を
介
し
て
知
己
で

あ
っ
た
ら
し
い
（
同
巻
二
復
山
玄
飛
書
）
。
物
産
学
の
大
家
で
「
紅
毛
談
」
の
作
者
で
あ
る
後
藤
光
正
の
為
に
は
、
『
本
草
物
品
目
録
』
。
『
本
草
物

品
後
編
』
に
序
を
書
い
て
い
る
。
『
紅
毛
外
科
勘
弁
』
の
著
者
桃
井
碩
水
が
、
『
外
科
方
彙
』
を
出
し
た
時
、
序
を
寄
せ
た
の
も
三
英
で
あ
っ
た

（
５
）

（
以
上
同
上
書
巻
一
、
二
）
。
讃
岐
の
合
田
求
吾
と
の
往
復
書
簡
で
は
、
東
洞
流
の
攻
撃
療
法
一
本
槍
を
嘆
き
（
伺
巻
二
復
旧
求
吾
書
）
、
長
崎
表
に
入

荷
し
た
『
古
今
図
書
集
成
』
、
友
人
子
弟
等
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
（
同
巻
二
重
与
田
求
吾
書
）
。

三
英
の
關
方
受
容
は
、
こ
う
し
た
人
を
と
の
交
渉
、
学
問
好
き
の
将
軍
吉
宗
の
許
で
、
御
書
物
御
用
と
し
て
実
見
し
た
数
点
の
書
、
恩
命
に

（
６
）
（
７
）

よ
っ
て
勝
手
次
第
図
書
購
入
を
許
さ
れ
て
い
た
長
崎
表
か
ら
の
情
報
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

『
外
台
秘
要
』
翻
刻
は
、
三

に
如
実
に
表
わ
れ
て
い
る
。

三
英
に
お
い
て
も
、
ま
ず
認
識
さ
れ
た
の
は
オ
ラ
ン
ダ
外
科
の
優
秀
性
で
あ
る
。
『
勧
医
抄
』
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
紅
毛
流
」
・
「
南
蛮
流
」

に
つ
い
て
、
「
其
奇
術
中
華
二
勝
し
り
」
（
外
科
第
八
）
と
、
そ
の
優
位
を
認
め
、
「
此
法
中
華
ノ
書
二
決
シ
テ
見
へ
ヌ
也
。
紅
毛
〈
中
国
へ
通
セ

ヌ
故
ナ
ル
。
ヘ
シ
。
朝
鮮
人
ナ
ド
ノ
外
科
流
義
モ
唐
卜
同
様
ト
思
ル
ル
也
。
然
し
、
〈
日
本
〈
此
法
伝
リ
テ
幸
ナ
ル
コ
ト
也
」
（
同
）
の
如
く
述
べ

、
１
Ｊ
／一
蘭
学
者
と
の
関
わ
り

／
Ｊ
ｉ
、(二）

三
英
と
蘭
医
方
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て
、
日
本
に
オ
ラ
ン
ダ
外
科
が
伝
わ
っ
た
こ
と
を
、
率
直
に
喜
ん
で
い
る
。
前
述
し
た
桃
井
碩
水
の
『
外
科
方
彙
』
に
寄
せ
た
序
で
は
、
「
鳴

乎
瘡
瘍
家
之
籍
亦
博
美
。
近
世
特
貴
子
蛮
夷
之
術
、
軸
於
古
科
之
法
。
惟
神
験
微
妙
、
非
古
科
流
亜
所
妨
佛
也
。
然
憂
無
害
伝
。
伝
有
横
行
不

可
読
。
其
只
象
晉
重
訳
、
口
授
相
伝
而
已
」
（
『
又
玄
余
草
』
巻
二
）
と
、
『
勧
医
抄
』
同
様
、
蛮
夷
の
術
の
優
位
を
認
め
た
後
、
通
詞
を
通
し
て

口
伝
の
形
で
し
か
知
り
得
ぬ
現
状
を
憂
え
、
碩
水
の
こ
の
挙
を
讃
え
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
お
い
て
、
「
視
今
之
所
救
療
、
蛮
法
治
其
外
、
古
科
治
其
内
。
所
謂
並
行
不
相
戻
者
乎
」
、
外
科
は
蛮
法
、
内
科
は
漢
方
と
分
業
し
、

両
者
相
俟
っ
て
治
療
大
系
が
完
成
す
る
と
説
い
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
『
勧
医
抄
」
の
記
述
は
更
に
詳
し
く
、
「
日
本
ニ
テ
ハ
内
科
ト

ー
人
ニ
テ
療
治
ス
ル
也
。
夫
ユ
エ
動
モ
ス
レ
。
〈
本
道
卜
外
科
卜
隙
ア
リ
テ
、
間
ガ
ラ
悪
ク
互
一
一
相
争
テ
病
人
ハ
ョ
ソ
’
一
ナ
リ
、
相
間
ノ
端
ト
ナ

ル
、
有
マ
ジ
キ
コ
ト
也
。
相
療
治
ヲ
為
ル
ー
、
此
節
〈
消
毒
〈
托
裏
ヲ
用
タ
キ
ト
テ
望
マ
ゞ
〈
、
其
通
ニ
シ
テ
用
薬
為
ス
ガ
宜
キ
也
。
然
ル
ー
入

一
一
因
り
、
外
科
ノ
差
図
推
参
ナ
リ
ト
テ
、
ヘ
タ
ヘ
タ
ニ
ナ
ル
コ
ト
ア
ル
ハ
不
埒
ナ
ル
カ
ナ
。
…
：
．
一
人
一
一
テ
セ
ヌ
コ
ト
ュ
エ
内
外
合
体
セ
ネ
曇
ハ

ナ
ラ
ヌ
コ
ト
也
。
外
科
ト
云
合
セ
テ
平
愈
サ
ス
ル
ガ
専
要
ナ
ル
ベ
シ
」
（
外
科
第
八
）
と
述
べ
て
、
本
道
（
内
科
）
の
専
横
を
戒
め
、
内
外
合
体

解
剖
に
つ
い
て
は
、
『
非
蔵
志
』
な
ど
と
同
様
に
、
「
医
家
ノ
五
蔵
ヲ
論
ズ
ル
ハ
生
人
ノ
事
ニ
テ
、
死
人
ノ
蔵
府
ヲ
云
二
非
ズ
。
左
ス
レ
ゞ
〈
縦

ヒ
ミ
タ
リ
ト
モ
無
益
ノ
コ
ト
’
一
テ
取
揚
ル
事
ア
ラ
ズ
。
仮
令
其
形
象
ハ
少
為
似
共
、
色
合
〈
変
ズ
ル
ナ
ル
ゞ
ヘ
シ
。
形
象
モ
死
テ
気
ガ
ナ
キ
故
起

脹
シ
タ
ル
所
モ
漬
レ
ハ
ナ
レ
ル
コ
ト
也
。
：
．
…
縦
上
色
モ
形
モ
不
変
ト
モ
神
彩
〈
去
尽
、
へ
シ
」
（
『
勧
医
抄
』
蔵
府
第
五
）
、
生
者
と
異
な
る
故
無

益
だ
と
す
る
。
『
外
台
秘
要
』
翻
刻
や
『
養
寿
院
学
則
』
な
ど
を
讃
え
ら
れ
る
山
脇
東
洋
も
こ
の
一
点
に
関
し
て
は
、
「
『
蔵
志
』
に
至
て
は
散

々
、
仁
者
の
所
行
に
非
ず
」
（
『
鹿
門
随
筆
』
）
と
酷
評
さ
れ
る
。
肯
定
さ
れ
る
の
は
、
「
聖
人
ハ
生
テ
運
動
ス
ル
機
活
ノ
用
ヲ
洞
視
シ
テ
論
ジ
置

ダ
ル
也
。
夫
故
生
テ
居
ル
人
ノ
蔵
府
ニ
テ
非
ザ
レ
バ
医
者
ノ
用
一
一
〈
立
ヌ
也
」
（
「
勧
医
抄
』
蔵
府
第
五
）
、
古
聖
人
が
洞
視
し
た
と
い
う
『
内
径
』

系
の
内
景
図
、
な
い
し
は
そ
れ
と
同
様
に
生
人
に
つ
い
て
認
識
し
う
る
形
の
臓
脈
概
念
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
一
医
官
の
所
で
実
見
し
た
解
剖
書
に
つ
い
て
は
、
「
尤
彼
国
ハ
外
科
ノ
重
ナ
ル
邦
ナ
レ
ゞ
ハ
、
其
用
ニ
ハ
立
ベ
キ
ヵ
」
（
同
）
と
、

ナ
ラ
ヌ
コ
ト
也
。
釦

を
説
く
の
で
あ
る
。
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一

夷
狄
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
に
立
派
な
本
草
書
が
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
一
転
し
て
三
英
を
自
国
に
お
け
る
医
学
の
現
実
に
対
す
る
反
省
へ
と
導

く
。
「
阿
蘭
陀
国
に
は
本
草
あ
り
て
今
伝
る
な
り
。
和
俗
と
ち
が
ひ
、
板
刻
し
て
不
朽
を
謀
り
け
る
に
や
。
和
に
も
名
医
数
多
有
之
け
る
。
既
に

マ
マ

重
盛
唐
医
の
薬
を
不
用
、
又
は
三
韓
よ
り
日
本
の
名
医
乞
請
候
な
ど
云
事
も
有
之
候
由
、
皆
々
秘
事
に
て
唱
失
ひ
た
り
と
見
へ
た
り
。
…
…
（
中

略
）
…
．
：
和
の
草
木
鳥
獣
、
夫
左
に
効
功
を
備
た
る
あ
り
。
書
に
の
せ
、
又
は
其
書
め
っ
た
に
秘
し
隠
さ
ず
に
世
上
の
為
に
広
め
た
る
な
ら

ば
、
今
世
迄
も
奇
妙
な
る
病
を
救
ふ
方
も
多
く
て
民
用
に
も
立
べ
き
に
、
残
念
千
万
な
る
こ
と
な
り
。
…
…
（
中
略
）
…
…
阿
藺
陀
さ
へ
本
草

有
る
に
、
日
本
の
本
草
な
き
は
甚
国
恥
な
り
」
（
『
鹿
門
随
筆
』
）
は
、
そ
の
間
の
事
情
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

日
本
に
も
、
中
国
・
朝
鮮
や
オ
ラ
ン
ダ
と
は
異
な
る
、
独
自
の
方
薬
、
優
れ
た
名
医
が
い
た
は
ず
な
の
に
、
秘
伝
主
義
ゆ
え
に
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
、
と
す
る
そ
の
主
張
か
ら
、
次
の
三
点
を
読
象
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

存
疑
の
態
度
で
臨
ん
で
も
い
る
。

（
８
）

三
英
は
そ
の
晩
年
に
、
オ
ラ
ン
ダ
内
科
に
つ
い
て
も
い
く
ば
く
か
の
知
識
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
「
足
下
亦
遇
異
人
、
伝
受
於
紅
毛
内
科
之

術
、
奇
哉
」
（
『
又
玄
余
草
』
巻
二
重
与
田
求
吾
書
）
に
記
さ
れ
た
合
田
求
吾
か
ら
の
情
報
が
、
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、

「
蛮
国
ニ
テ
ハ
外
科
ノ
外
治
令
ハ
ヵ
リ
ニ
テ
済
こ
（
「
勧
医
抄
』
外
科
第
八
）
と
い
っ
た
認
識
が
改
ま
っ
た
の
は
確
実
で
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
本
草
は
、
前
述
の
如
き
友
人
が
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
治
療
に
役
立
つ
も
の
と
し
て
積
極
的
に
摂
取
し
て
い
る
。
「
紅
毛
外
科
ノ

ミ
イ
ヲ
サ
フ
ラ
ン
テ
レ
メ
ソ
テ
イ
コ
チ
リ
メ
ソ
テ
イ
コ
ヘ
イ
サ
ラ
ハ
サ
ラ

外
ニ
モ
服
薬
ア
リ
。
蛮
種
ト
テ
品
を
ア
リ
。
質
汁
・
佐
不
羅
元
・
天
礼
女
元
天
伊
古
・
沈
利
女
元
天
伊
古
・
辺
伊
佐
羅
波
佐
羅
ナ
ド
色
有
ノ
奇

薬
ナ
リ
。
ヘ
ン
ル
ウ
タ
ト
云
〈
和
邦
ニ
モ
種
テ
有
也
。
其
外
様
々
ア
ル
也
。
薔
薇
ノ
露
ヲ
尋
ハ
ラ
フ
ザ
ト
云
也
。
箇
様
ノ
類
尤
モ
多
シ
◎
覚
テ
居

宅
ミ
タ
イ
‘
尋
グ

ル
ベ
キ
也
」
（
同
）
と
い
っ
た
記
述
か
ら
は
、
か
な
り
豊
富
な
知
識
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
質
汁
に
つ
い
て
、
「
何
力
油
ニ
テ
獣
ノ
様
ナ
ル
物

ヲ
煉
タ
ル
ヵ
、
紅
毛
一
ス
箇
様
ナ
ル
類
甚
彩
シ
」
（
同
）
と
述
べ
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
実
見
も
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

(三）

三
英
と
和
医
方
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「
京
都
医
者
貝
原
篤
信
、
甚
篤
実
な
る
博
識
人
な
り
。
著
書
数
百
品
有
り
。
皆
々
民
用
に
便
あ
る
書
な
り
。
医
家
に
肝
要
の
書
は
「
大
和
本

草
』
に
極
れ
り
」
（
『
鹿
門
随
筆
』
）
と
『
大
和
本
草
』
を
賞
賛
し
、
「
尤
も
我
等
近
年
『
康
頼
本
草
』
と
云
う
和
の
本
草
を
得
た
り
。
奇
書
な
り
」

（
同
）
の
如
く
日
本
の
古
本
草
書
に
注
目
す
る
こ
と
、
後
藤
ら
の
物
産
学
を
賞
揚
す
る
こ
と
（
但
し
『
勧
医
抄
』
薬
性
第
二
に
は
、
「
此
亦
医
ダ

ル
者
不
可
有
不
知
ノ
事
也
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
此
道
二
冊
二
侍
ト
治
術
二
害
ア
ル
コ
ト
ァ
リ
。
用
心
ノ
有
ル
コ
ト
也
」
と
、
深
入
り
を
戒
め

て
い
る
）
な
ど
は
、
こ
う
し
た
日
本
独
自
の
本
草
害
に
対
す
る
希
求
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

い
っ
た
ん
唐
本
草
の
絶
対
性
が
崩
れ
去
っ
て
、
国
ご
と
の
本
草
と
い
う
形
で
相
対
化
が
行
わ
れ
れ
ば
、
次
に
は
そ
の
地
ご
と
の
風
土
に
合
っ

た
医
術
と
い
う
考
え
方
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
何
の
不
思
議
も
な
い
。
「
縦
上
和
人
組
立
ダ
ル
方
ナ
リ
ト
モ
、
和
薬
ヲ
和
人
二
用
ル
事
故
、
尤
モ

マ
マ

然
ル
ベ
キ
コ
ト
也
。
又
和
薬
ノ
入
ダ
ル
方
二
、
其
妙
薬
妙
方
共
多
シ
」
（
『
勧
医
抄
』
方
薬
第
四
）
と
し
て
、
「
赤
井
ノ
竜
王
湯
、
山
田
ノ
振
薬
、

桑
山
小
粒
、
最
大
寺
豊
心
丹
」
、
更
に
は
「
草
方
ニ
テ
病
ヲ
治
ス
」
こ
と
ま
で
積
極
的
に
認
め
る
（
同
）
の
は
、
そ
の
表
わ
れ
で
あ
る
。
「
妊
婦

五
月
ニ
テ
着
帯
ス
ル
也
。
此
事
唐
ニ
ナ
キ
コ
ト
也
テ
誇
ル
人
ア
リ
。
埒
モ
ナ
キ
コ
ト
哉
。
縦
上
唐
ニ
ナ
キ
ト
テ
モ
、
和
邦
ノ
俗
習
ナ
レ
》
〈
随
フ

（
蛆
）

ベ
キ
コ
ト
也
」
同
疾
病
第
七
）
や
、
「
庖
瘡
二
酒
湯
浴
ル
コ
ト
、
唐
書
ニ
ハ
証
拠
ナ
キ
コ
ト
也
。
古
老
ノ
医
者
ノ
伝
二
、
『
全
幼
心
鑑
』
ノ
痘
瘡

ノ
所
二
少
々
拠
ア
リ
卜
云
リ
。
是
ヲ
シ
カ
ト
拠
共
云
難
キ
也
。
是
亦
和
俗
ノ
通
習
ニ
テ
随
分
用
ベ
キ
コ
ト
也
」
（
Ｕ
で
は
、
何
事
も
「
唐
医

学
」
に
依
拠
し
な
い
で
は
お
れ
な
い
漢
方
医
達
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
は
、
オ
ラ
ン
ダ
本
草
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
唐
本
草
の
絶
対
性
が
崩
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
ご
と
の
本
草
と
い
う
形
で
相
対
化
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
二
は
、
そ
の
結
果
と
し
て
「
日
本
独
自
の
本
草
書
」
が
希
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
は
「
惟
東
海
魚
塩
之

地
、
海
浜
傍
水
、
殊
有
一
種
風
土
品
物
。
凡
草
木
金
石
鳥
獣
昆
虫
、
変
生
異
出
、
不
琶
千
百
。
況
魚
我
所
欲
、
尚
猶
為
多
。
其
功
用
療
体
、
自

有
奇
験
、
大
利
民
庶
。
然
典
籍
未
著
、
君
子
未
議
。
蛮
異
猶
有
本
草
、
豈
非
閾
典
乎
」
（
『
又
玄
余
草
』
巻
一
本
草
物
品
後
編
序
）
と
い
っ
た
、
具

（
９
）

体
的
な
要
求
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
三
は
、
三
英
が
常
に
嘆
い
て
い
た
秘
伝
主
義
の
悪
弊
が
、
こ
こ
で
も
ま
た
元
凶
と
し
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
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中
国
の
食
物
の
書
に
つ
い
て
、
「
然
ド
モ
唐
土
日
本
風
土
甚
異
ナ
レ
バ
、
其
飲
食
嗜
欲
尤
相
違
セ
リ
。
夫
故
万
物
品
味
和
ノ
品
ヲ
以
テ
漢
名

二
充
ル
故
、
間
を
相
違
ナ
ル
義
出
来
也
。
漢
ノ
食
物
ノ
害
ヲ
直
一
一
和
二
充
用
ル
コ
ト
ハ
、
卒
忽
ニ
ハ
成
難
キ
也
。
能
々
折
衷
ス
ヘ
キ
也
」
（
同

薬
性
第
二
）
と
、
そ
の
ま
ま
日
本
の
食
物
に
あ
て
は
め
る
こ
と
の
否
を
説
き
、
「
自
分
一
二
書
ヲ
仕
立
テ
可
用
也
」
（
同
）
と
、
あ
く
ま
で
自
己
の
（
、
）

経
験
に
従
っ
て
確
か
め
、
「
本
草
又
〈
其
外
書
籍
ノ
上
バ
カ
リ
ニ
テ
取
サ
ハ
ギ
ス
ル
」
（
同
）
ご
と
を
戒
め
る
の
も
、
同
様
の
考
え
か
ら
で
あ
る
。

「
先
に
黒
川
道
祐
と
云
名
医
あ
り
て
、
『
本
朝
医
考
』
と
云
和
医
の
伝
来
を
記
し
た
る
書
を
著
せ
り
。
好
害
な
り
。
然
る
に
其
家
の
子
孫
よ

り
、
先
祖
の
事
を
顕
し
た
る
と
て
、
書
建
に
た
よ
り
絶
板
に
し
た
る
は
。
扱
々
文
盲
な
る
義
に
て
あ
き
れ
果
た
る
鄙
俗
な
り
。
：
…
・
弥
和
医
の

事
不
相
知
、
や
承
雲
に
成
た
る
な
り
。
：
…
況
や
薬
方
等
は
、
猶
を
絶
ゆ
べ
き
仕
方
な
り
」
（
『
鹿
門
随
筆
』
）
で
は
、
薬
方
や
医
術
ば
か
り
で
な

（
皿
）

く
、
和
医
の
顕
彰
と
い
う
こ
と
が
、
『
本
朝
医
考
』
を
賞
賛
す
る
行
文
中
に
主
張
さ
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
和
医
方
へ
の
ま
な
ざ
し
を
支
え
る
も
の
と
し
て
、
国
学
の
影
響
と
い
う
こ
と
も
考
え
な
い
訳
に
は
い
か
な
い
。
「
鹿
門

マ
マ

（
昭
）

随
筆
」
は
、
「
大
阪
の
契
仲
と
云
は
古
今
の
和
学
の
達
人
、
博
学
の
者
な
り
」
と
述
べ
て
、
契
沖
の
和
学
を
高
く
買
っ
て
い
る
。
吉
宗
の
産
業
奨

励
策
の
下
、
小
石
川
薬
園
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
物
産
の
学
が
発
展
し
た
こ
と
、
「
家
園
二
種
を
ノ
品
ヲ
植
置
テ
春
秋
ノ
栄
枯
ス
ル
ヲ
考
テ
鍛
錬

ス
ベ
キ
也
」
（
『
勧
医
抄
』
薬
性
第
二
）
、
「
然
ド
モ
書
物
ノ
上
計
リ
ノ
取
サ
バ
キ
’
一
テ
ハ
、
死
物
一
一
テ
活
物
ニ
ナ
キ
也
。
今
日
生
物
ヲ
捕
ヘ
テ
療
治

セ
ネ
バ
合
点
ノ
行
ヌ
モ
ノ
也
。
…
…
仮
令
〈
古
方
書
二
論
ジ
置
テ
有
テ
モ
、
今
時
ノ
用
二
立
難
キ
也
。
亦
合
ヌ
事
モ
ァ
リ
。
況
ャ
和
邦
中
華
ト

（
Ｍ
）

ノ
相
違
多
ヲ
ャ
」
（
同
疾
病
第
七
）
と
い
っ
た
実
験
主
義
か
ら
す
れ
ば
、
和
薬
や
日
本
人
の
日
常
の
食
物
こ
そ
が
、
実
証
可
能
な
も
の
と
い
う
考

え
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
『
鹿
門
随
筆
』
で
稲
生
若
水
の
『
結
毫
居
別
集
』
を
『
大
和
本
草
』
と
比
べ
て
唖
す
の
は
、
「
お
の
れ
が
伝
聞
を
専
要

（
鴫
）

に
誇
た
る
斗
に
て
、
日
本
の
為
に
も
学
者
の
為
に
も
な
ら
ぬ
な
り
」
と
い
う
点
か
ら
で
あ
る
。

三
英
が
、
上
来
述
べ
て
き
た
よ
う
な
形
で
蘭
方
・
和
医
方
を
受
容
し
て
き
た
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
彼
が
急
進
的
な
蘭
学
な
い
し
和
医
方
祖
述

(四）

受
容
の
枠
組

七
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蘭
医
学
は
ま
ず
外
科
に
お
い
て
、
そ
の
漢
医
学
を
越
え
た
優
越
性
を
評
価
さ
れ
た
。
内
科
に
つ
い
て
は
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
そ
れ
が
存
在

す
る
と
い
う
事
実
を
伝
え
聞
き
で
知
っ
た
に
止
ま
る
。
そ
の
外
科
と
は
三
英
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
『
医
官
玄
稿
』
凡
例

は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
其
如
瘤
瘍
口
歯
眼
目
者
、
伎
中
之
小
数
、
何
足
枚
挙
乎
」
。
い
か
に
外
科
と
内
科
と
の
協
力
を
主
張
し
た
と
こ
ろ
で
、

結
局
の
所
、
外
科
は
「
伎
中
之
小
数
」
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
先
に
引
い
た
『
勧
医
抄
』
外
科
第
八
の
「
本
道
」
（
内
科
）
と
「
外
科
」
と
い
う
表

現
が
、
そ
れ
を
何
よ
り
も
雄
弁
に
物
語
る
。

三
英
が
受
容
し
た
蘭
医
学
の
も
う
一
つ
の
分
野
、
オ
ラ
ン
ダ
本
草
に
お
い
て
も
、
事
情
は
変
ら
な
い
。
丹
羽
正
伯
を
批
判
す
る
次
の
言
葉
、

「
い
か
様
山
師
の
様
成
所
有
り
し
学
者
に
て
、
本
の
学
文
に
て
無
之
、
本
草
の
儀
は
能
合
点
も
致
候
由
」
（
『
鹿
門
随
筆
』
）
か
ら
明
ら
か
な
よ
う

に
、
本
草
学
も
ま
た
「
本
の
学
文
」
か
ら
は
ず
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
一
部
分
で
あ
る
物
産
の
学
を
勧
め
な
が
ら
も
、

「
此
道
二
偏
二
筒
ト
治
術
二
害
ア
ル
コ
ト
ァ
リ
」
（
『
勧
医
抄
』
薬
性
第
二
）
と
言
っ
た
言
葉
も
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
「
阿
藺
陀
さ
へ
本
草
有
る
に
日
本
の
本
草
な
き
は
甚
国
恥
な
り
」
（
前
引
『
鹿
門
随
筆
』
）
と
い
う
時
、
確
か
に
そ
れ

ぞ
れ
の
国
ご
と
の
本
草
と
い
う
形
で
、
藺
方
・
漢
方
・
和
方
は
相
対
化
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
基
準
と
な
る
「
本
草
」
と
は
、
と
り
も
な
お
さ

ず
「
唐
本
草
」
（
即
ち
漢
方
に
お
け
る
本
草
）
の
こ
と
で
あ
る
。
自
己
に
と
っ
て
既
知
の
も
の
で
あ
る
漢
医
学
の
本
草
概
念
と
抵
触
す
る
こ
と
な

く
、
薬
性
・
功
能
を
理
解
し
う
る
か
ら
こ
そ
、
さ
し
た
る
抵
抗
も
な
く
オ
ラ
ン
ダ
本
草
は
既
知
の
本
草
害
の
枠
組
の
中
に
取
り
込
ま
れ
た
の
で

あ
る
。
和
本
草
が
同
じ
事
情
の
も
と
に
取
り
込
ま
れ
た
こ
と
は
、
『
大
和
本
草
』
等
の
記
述
の
仕
方
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
故
、
こ
う
し
た
形
で
蘭
・
和
の
本
草
・
方
薬
を
認
め
た
こ
と
は
、
異
な
る
も
の
．
異
な
る
考
え
の
受
容
で
は
な
く
、
む
し
ろ
自
己
の
枠

組
を
拡
大
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
地
ご
と
の
風
土
に
合
っ
た
医
術
と
い
う
形
で
和
医
と
そ
の
医
術
を
認
め
る
こ
と
の
裏
に
も
、
そ
う
し

た
要
素
は
少
な
か
ら
ず
有
る
。
『
勧
医
抄
』
方
薬
第
四
は
和
方
を
認
め
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
容
認
す
る
ひ
と
つ
の
理
由
と
し
て
、
風
土
に
合
う

家
に
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
な
い
。
で
は
三
英
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
な
枠
組
の
も
と
で
取
り
込
ま
れ

て
い
っ
た
の
か
。
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三
英
が
生
き
た
時
代
は
、
日
本
の
解
剖
学
の
黎
明
期
で
も
あ
る
。
藺
医
学
は
専
ら
外
科
に
お
い
て
理
解
さ
れ
て
い
た
。
三
英
は
そ
の
晩
年
、

阿
蘭
陀
内
科
に
つ
い
て
合
田
求
吾
か
ら
聞
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
初
期
の
杉
田
玄
白
の
如
く
、
「
乍
去
、
内
の
事
は
唐
程
精
き
は

（
妬
）

あ
る
ま
じ
」
（
『
形
影
夜
話
』
）
と
い
っ
た
理
解
が
主
流
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
考
え
方
は
、
上
来
述
べ
て
き
た
三
英
に
お
け
る
蘭
外
科
の
位
置
付
け
、
即
ち
内
科
は
漢
方
、
外
科
は
蘭
方
が
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
、

か
つ
両
者
は
互
い
に
協
力
す
べ
き
だ
と
す
る
考
え
方
と
、
ほ
ぼ
同
じ
枠
組
を
持
つ
も
の
と
い
え
よ
う
。
両
者
の
差
異
は
、
受
容
し
た
も
の
や
受

容
の
枠
組
に
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
を
自
己
の
主
た
る
領
域
と
す
る
か
に
在
る
。

同
じ
頃
、
名
古
屋
玄
医
や
後
藤
艮
山
ら
に
始
ま
る
京
阪
の
古
方
家
達
は
、
伝
統
的
な
内
景
ｌ
病
理
学
説
に
対
し
て
、
ほ
ぼ
二
つ
の
方
向
か
ら

と
い
う
こ
と
の
他
に
、
「
和
医
ノ
組
立
ダ
ル
方
モ
有
レ
ド
モ
、
恐
ク
〈
上
古
方
言
ノ
唐
土
ヨ
リ
渡
リ
タ
ル
間
、
尤
其
書
く
彼
和
俗
ノ
悪
習
ニ
テ

神
秘
卜
号
セ
シ
メ
秘
書
シ
テ
過
半
断
絶
シ
タ
ル
零
ヘ
ヶ
レ
ド
モ
、
其
中
ヨ
リ
出
ダ
ル
古
方
モ
多
ア
リ
テ
和
方
ト
自
ト
ナ
リ
立
ヘ
ラ
ン
モ
難
計
也
」

と
主
張
し
、
「
和
医
ノ
書
卜
云
モ
大
方
ハ
古
方
中
ヨ
リ
出
ダ
ル
品
ト
モ
相
見
ル
ナ
リ
」
（
同
）
と
ま
で
言
う
の
で
あ
る
。
「
ふ
す
ま
を
覆
て
汗
を
取

る
は
古
法
な
り
。
尤
熱
粥
を
喰
し
て
汗
を
取
る
な
り
。
葱
白
を
用
る
も
古
法
な
り
。
今
の
ね
ぎ
雑
水
を
食
し
て
厚
着
し
て
汗
を
取
、
古
法
の
手

段
な
り
。
俗
習
と
の
み
云
が
た
し
」
（
『
鹿
門
随
筆
』
）
も
、
日
本
の
俗
習
を
中
国
の
古
法
に
適
う
と
い
う
観
点
か
ら
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
三
英
に
お
い
て
は
、
内
科
学
と
し
て
の
漢
医
学
は
、
藺
薬
・
和
薬
を
吸
収
し
な
が
ら
揺
る
ぐ
こ
と
な
く
再
認
識
さ
れ
て
い
る
と
言

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
伎
中
之
小
数
」
に
こ
そ
異
な
る
も
の
を
入
れ
は
し
た
が
、
そ
れ
は
い
わ
ば
自
己
の
テ
リ
ト
リ
ー
の
避
地
な
い
し
外
で
の

出
来
事
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
一
方
、
外
科
の
受
容
に
お
い
て
解
剖
学
は
排
除
さ
れ
た
か
ら
、
三
英
が
依
拠
し
て
い
た
人
体
の
見
取
図
は
、
伝
統

的
な
内
景
図
で
あ
っ
た
。
藺
薬
・
和
薬
は
「
も
の
」
と
し
て
取
り
入
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
本
草
」
自
体
の
概
念
が
変
っ
た
と
は

思
え
な
い
。
和
医
学
の
受
容
も
、
あ
く
ま
で
漢
医
学
を
補
う
も
の
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
っ
て
、
枠
組
を
揺
る
が
す
よ
う
な
形
で
は
な
か
っ
た
。

(五）

關
方
医
と
の
距
離 ’
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（
灯
）

変
革
を
加
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
一
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
運
気
説
の
否
定
と
、
そ
れ
に
伴
う
病
因
・
病
理
説
の
簡
略
化
で
あ
る
（
極
端

な
形
と
し
て
の
東
洞
の
説
を
想
起
せ
よ
）
。
そ
の
二
は
、
運
気
説
を
否
定
し
内
景
説
内
部
の
矛
盾
を
つ
い
た
結
果
と
り
わ
け
病
理
説
に
生
じ
た
欠

落
・
体
系
性
の
喪
失
、
を
ど
の
よ
う
に
埋
め
て
ゆ
く
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
後
者
に
お
け
る
努
力
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
艮
山
や
東
洋
に

お
け
る
解
剖
の
実
践
が
あ
り
、
そ
れ
は
や
が
て
中
国
古
来
の
内
景
説
に
代
わ
り
得
る
信
頼
す
べ
き
内
景
説
と
し
て
の
、
西
洋
の
解
剖
図
説
の
受

け
れ
ど
も
翻
っ
て
「
観
蔵
」
へ
と
進
ん
だ
医
家
達
の
思
考
に
つ
い
て
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
ら
が
西
洋
か
ら
受
容
し
た
の
は
何

で
あ
っ
た
の
か
。
生
き
た
形
の
現
実
に
お
い
て
は
見
る
こ
と
が
で
き
ぬ
人
の
身
体
内
の
有
り
様
を
、
死
者
の
身
体
を
解
き
開
く
こ
と
に
よ
っ
て

（
的
）

見
よ
う
と
し
た
彼
ら
の
精
神
は
、
実
は
「
人
ノ
内
景
ヲ
洞
視
シ
」
（
前
引
『
勧
医
抄
』
蔵
府
第
五
）
た
古
の
明
医
の
そ
れ
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
「
観
蔵
」
と
い
う
言
葉
（
「
解
剖
」
も
ま
た
『
霊
枢
』
に
基
づ
く
言
葉
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
）
自
体
が
、
こ
の
「
洞
視
内

景
」
と
い
う
観
念
の
延
長
に
あ
る
の
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
「
観
蔵
」
に
よ
っ
て
学
ば
れ
受
容
さ
れ
た
の
は
、
西
欧
固
有
の
も
の
と
し
て
の
、
事

実
に
基
づ
こ
う
と
す
る
精
神
や
、
病
理
と
治
療
と
を
結
び
つ
け
て
考
え
る
医
学
の
枠
組
で
は
な
い
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

古
方
派
（
だ
け
に
限
定
す
べ
き
か
ど
う
か
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
が
）
の
仕
事
を
追
っ
て
ゆ
こ
う
。
ま
ず
彼
ら
は
在
来
の
内
景
ｌ
病
理
説
か
ら
、

経
験
的
事
実
に
合
わ
な
い
も
の
、
検
証
で
き
ぬ
も
の
を
去
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
彼
ら
の
中
に
、
病
理
（
理
論
）
と
治
療

（
鴫
）

三
英
は
、
江
戸
に
お
け
る
古
方
言
学
の
提
唱
者
と
し
て
、
上
記
の
古
方
派
に
お
け
る
第
一
の
変
革
を
自
己
の
内
な
る
も
の
と
し
て
い
た
。
け

れ
ど
も
第
二
の
点
に
つ
い
て
は
、
残
さ
れ
た
著
述
に
徴
す
る
限
り
目
立
っ
た
努
力
を
し
て
い
な
い
。
西
洋
の
解
剖
書
を
実
見
し
て
も
、
そ
れ

を
生
き
た
身
体
の
内
部
構
造
と
は
無
関
係
な
も
の
と
し
、
身
体
表
面
に
お
け
る
修
復
・
切
断
と
い
っ
た
外
科
の
用
に
は
立
つ
か
も
し
れ
な
い

（
前
引
『
勧
医
抄
』
外
科
第
八
の
意
を
取
る
）
と
い
っ
た
評
価
し
か
下
さ
ず
、
一
方
運
気
説
の
観
念
的
な
部
分
を
除
い
た
上
で
残
さ
れ
た
伝
統
的
内

景
説
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
病
理
説
を
、
古
聖
人
が
洞
視
し
た
生
体
の
内
部
構
造
と
し
て
容
認
す
る
態
度
は
、
確
か
に
守
旧
的
と
い
わ
ね
ば
な
る

容
へ
と
向
か
っ
て
ゆ
く
。

三
英
は
、
江
戸
に
お
座

ま
い
0
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（
実
践
）
と
は
遊
離
す
べ
き
で
な
い
と
す
る
精
神
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
そ
の
ま
ま
で
は
実
践
に
結
び
つ
き
得
な
い
部
分
の
有
る
理
論
で
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
彼
ら
は
そ
れ
を
疑
い
、
あ
る
い
は
關
疑
の
態
度
で
臨
ん
だ
の
で
あ
る
。

古
方
派
の
も
う
ひ
と
つ
の
仕
事
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
病
理
体
系
と
し
て
二
重
の
意
味
で
不
完
全
な
（
二
重
と
い
う
の
は
、
第
一
に
運
気
説
な

ど
の
経
験
的
事
実
と
遊
離
し
た
言
説
に
お
い
て
で
あ
り
、
第
二
に
そ
れ
を
除
い
た
場
合
問
題
と
な
る
体
系
性
の
喪
失
に
お
い
て
で
あ
る
）
旧
説
に
代
わ
る
も
の

の
模
索
で
あ
っ
た
。
艮
山
の
獺
解
剖
に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
彼
ら
は
そ
の
作
業
を
最
初
、
直
接
身
体
（
但
し
人
ま
た
は
そ
の
代
替
物
の
死
体
と
し
て

（
恥
）

の
そ
れ
）
の
内
部
を
観
察
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
始
め
た
。
關
説
の
方
が
よ
り
事
実
に
合
致
す
る
と
い
う
の
は
、
そ
の
結
果
質
さ
れ
た
認
識
で

あ
る
。
蘭
説
（
と
り
わ
け
力
学
的
解
析
原
理
に
基
づ
く
そ
れ
）
の
受
容
が
あ
っ
て
、
そ
の
理
論
を
事
実
に
よ
っ
て
確
か
め
た
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら

こ
そ
東
洋
は
（
オ
ラ
ン
ダ
語
を
解
さ
な
か
っ
た
ｌ
即
ち
病
理
説
自
体
は
受
容
で
き
な
か
っ
た
’
こ
と
も
あ
っ
て
）
自
己
の
観
た
内
景
を
藺
説
に
よ
り

戸

近
い
も
の
と
し
な
が
ら
も
、
同
時
に
そ
れ
を
漢
説
に
お
け
る
も
う
ひ
と
つ
の
立
場
で
あ
る
九
臓
説
に
お
い
て
理
解
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
ま
ず
「
見
ら
れ
た
」
内
景
が
所
与
の
事
実
と
し
て
あ
り
、
そ
の
上
で
そ
れ
を
整
理
す
る
工
具
と
し
て
の
、
漢
・
洋
様
々
の
内
景
説

が
、
相
対
的
な
価
値
を
も
っ
て
選
択
を
待
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

言
葉
を
換
え
て
言
う
な
ら
ば
、
事
実
に
基
づ
い
て
考
え
よ
う
と
す
る
精
神
や
、
理
論
と
実
践
と
を
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
思
考
の
枠
組
が
彼

ら
自
身
の
も
の
と
し
て
有
っ
た
か
ら
こ
そ
、
彼
ら
は
解
剖
を
し
、
結
果
的
に
藺
説
や
九
臓
説
を
、
そ
の
身
体
認
識
の
枠
組
と
し
て
選
択
し
た
の

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
身
体
内
部
を
洞
視
す
る
、
あ
る
い
は
表
面
部
分
を
切
断
し
た
り
修
復
し
た
り
す
る
と
い
っ
た
思
考
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

彼
ら
は
解
剖
と
い
う
作
業
に
向
か
い
得
た
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
そ
こ
に
お
い
て
彼
ら
が
採
用
し
た
外
科
的
思
考
法
が
、
や
が
て
『
非
蔵
志
』

の
作
者
ら
の
言
う
、
有
機
体
と
し
て
の
身
体
構
造
へ
の
顧
慮
に
欠
け
る
面
を
生
ん
だ
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

三
英
の
説
を
、
こ
の
状
況
の
中
に
お
い
て
も
う
一
度
考
え
て
み
た
い
。
三
英
が
一
方
で
経
験
的
事
実
と
合
わ
な
い
部
分
を
旧
内
景
説
か
ら
除

き
な
が
ら
、
あ
く
ま
で
在
来
の
内
景
ｌ
病
理
説
で
満
足
し
、
進
ん
で
外
科
的
解
剖
に
よ
る
新
し
い
内
景
ｌ
病
理
説
を
模
索
し
な
か
っ
た
の
は

な
ぜ
か
。
ま
ず
旧
説
の
不
完
全
さ
の
一
端
は
、
「
古
書
ト
云
モ
ノ
ハ
、
篇
次
ノ
調
ハ
ズ
、
論
モ
ッ
ヂ
ッ
マ
合
ザ
ル
モ
ノ
也
。
：
…
錯
簡
桁
文
思
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く
、
一
種
の
存
疑
の
態
度
で
あ
る
。

さ
て
ま
た
、
解
剖
の
結
果
知
ら
れ
た
も
の
が
死
者
の
そ
れ
に
す
ぎ
ず
、
か
つ
「
面
サ
ヘ
各
々
不
同
、
然
ル
ヲ
況
ン
ャ
五
蔵
六
府
百
節
九
骸
二

於
テ
ャ
…
…
何
ゾ
ー
概
二
論
ズ
可
ン
ャ
」
（
同
）
で
あ
っ
て
象
れ
ぱ
、
あ
る
死
者
の
内
景
が
藺
説
に
合
う
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
を
生
者
全
て
に

通
用
す
る
も
の
と
し
て
す
ぐ
さ
ま
一
般
化
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
取
る
べ
き
道
は
、
「
蔵
府
転
輸
等
ノ
事
、
先
古
人
ノ
言
置
ダ
ル
説
二
従
フ

テ
」
（
同
）
、
生
人
を
治
療
し
て
ゆ
く
内
に
、
「
サ
テ
自
分
ノ
自
得
発
明
シ
タ
ル
コ
ト
ア
ラ
寺
〈
著
書
ニ
テ
モ
ス
ベ
キ
也
」
（
同
）
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
一
般
理
論
と
な
り
う
る
も
の
と
し
て
の
聖
人
洞
視
説
の
先
験
的
容
認
と
い
う
尚
古
主
義
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
と
同

時
に
、
そ
こ
に
は
ま
た
、
あ
く
ま
で
身
体
個
々
の
独
自
性
、
生
き
た
有
機
体
と
し
て
の
身
体
と
い
っ
た
、
身
体
の
現
実
に
基
づ
こ
う
と
す
る
姿

勢
が
あ
る
こ
と
も
見
逃
す
訳
に
は
い
か
な
い
。

言
い
換
え
れ
ば
、
三
英
は
新
し
い
内
景
ｌ
病
理
説
の
模
索
を
拒
否
し
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
「
観
蔵
」
に
進
ん
だ
人
々
と
同
じ
く

「
事
実
に
基
づ
く
認
識
」
と
い
う
立
場
は
、
ま
た
三
英
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
そ
の
「
事
実
」
を
、
よ
り
身
体
の
現
実
に
即
し
て
考

え
よ
う
と
す
る
時
、
問
題
と
な
る
の
は
、
生
身
の
人
間
一
人
一
人
の
異
な
る
身
体
を
ど
う
認
識
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
洞
視
の
不

可
能
性
か
ら
、
三
英
は
一
転
し
て
旧
内
景
説
へ
と
戻
る
。
戻
っ
た
理
由
は
尚
古
主
義
と
儒
教
倫
理
『
医
官
玄
稿
』
巻
二
「
三
因
」
な
ど
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
そ
れ
が
完
全
な
旧
説
の
容
認
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
り
あ
え
ず
「
ま
ず
古
人
の
言
い
置
い
た
説
に
従

う
」
（
前
引
『
勧
医
抄
』
蔵
府
第
五
）
こ
と
は
、
「
自
分
の
自
得
発
明
」
（
同
）
の
否
定
に
つ
な
が
っ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
、
個
々
の
経
験
の
積
桑

上
げ
に
よ
っ
て
、
よ
り
正
確
な
生
人
の
内
景
を
知
る
に
到
る
ま
で
の
仮
り
の
説
と
し
て
、
聖
人
が
洞
視
し
た
と
い
う
旧
説
を
否
定
し
な
い
で
お

へ
、
〈
其
程
一
一
ナ
キ
コ
ソ
奇
特
ナ
レ
」
（
『
勧
医
抄
』
蔵
府
第
吾
と
い
っ
た
、
書
籍
の
長
期
間
に
渉
る
伝
変
に
帰
せ
ら
れ
る
。
で
あ
れ
ば
、
聖
人
が

「
生
テ
運
動
ス
ル
機
活
ノ
用
ヲ
洞
視
シ
テ
論
ジ
置
ダ
ル
」
（
同
）
旧
内
景
説
に
不
完
全
な
所
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
す
ぐ
さ
ま
聖
人
の
病
理
説
の

誤
り
と
い
う
訳
に
は
い
か
な
い
。

で
あ
れ
ば
、
三
英
の
考
え
方
を
貫
く
も
の
も
ま
た
、
事
実
に
基
づ
こ
う
と
す
る
精
神
と
、
理
論
と
実
践
と
を
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
思
考
だ
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と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
生
人
に
基
づ
く
も
の
と
さ
れ
た
漢
説
の
病
理
説
と
そ
れ
に
基
づ
く
薬
方
が
、
個
々
人
の
有
機
的
な
身
体
の
独
自
性
を

顧
慮
し
う
る
よ
う
な
形
で
と
も
か
く
も
あ
る
以
上
、
そ
れ
を
捨
て
て
受
容
す
べ
き
も
の
と
し
て
の
新
し
い
内
景
説
は
、
閏
説
に
お
け
る
そ
れ
で

は
あ
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

結
論

オ
ラ
ン
ダ
外
科
の
漢
外
科
に
対
す
る
優
位
の
認
識
、
漢
内
科
と
オ
ラ
ン
ダ
外
科
と
の
分
業
体
制
の
主
張
、
オ
ラ
ン
ダ
本
草
の
受
容
な
ど
、
三

英
の
蘭
医
学
受
容
は
当
時
の
蘭
方
医
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
形
で
行
わ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
但
し
そ
の
受
容
の
枠
組
は
、
あ
く
ま
で
本
道
と

し
て
の
漢
内
科
を
中
心
に
据
え
た
上
で
、
そ
の
辺
縁
な
い
し
外
側
に
蘭
外
科
を
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
両
者
は
折
衷
さ
れ
て
い
た
の
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
分
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
方
オ
ラ
ン
ダ
本
草
が
受
容
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
が
漢
方
の
本
草
概
念
を
崩
す
こ
と
な

く
、
枠
組
を
拡
げ
る
だ
け
で
取
り
込
桑
得
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
そ
う
し
た
形
に
も
せ
ょ
オ
ラ
ン
ダ
本
草
を
受
容
し
た
こ
と
は
、
漢
本
草
や
漢
医
学
の
相
対
化
を
齋
し
、
和
本
草
や
日
本
と
い
う

（
鋤
）

風
土
に
合
っ
た
固
有
の
医
学
と
い
う
考
え
に
三
英
を
導
き
も
し
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
た
和
医
方
も
ま
た
、
漢
医
学
の
枠
組
を
揺
る
が
す
よ

三
英
は
経
験
的
事
実
と
合
わ
な
い
運
気
説
や
君
火
相
火
説
な
ど
を
否
定
し
た
（
『
勧
医
抄
』
蔵
府
第
五
）
が
、
そ
う
し
た
も
の
を
除
去
し
た
後
に

残
っ
た
旧
説
の
内
景
説
自
体
は
、
古
聖
人
・
か
生
体
を
洞
視
し
て
知
り
得
た
も
の
だ
と
し
て
容
認
し
た
。
そ
こ
に
は
尚
古
主
義
が
あ
る
こ
と
を
否

め
な
い
。
け
れ
ど
も
そ
の
思
考
を
追
っ
て
み
れ
ば
、
そ
こ
に
在
る
の
は
解
剖
ｌ
観
蔵
へ
と
進
ん
だ
古
方
派
の
医
家
達
と
同
様
の
、
事
実
に
基
づ

く
精
神
と
、
理
論
と
実
践
と
を
結
び
つ
け
て
考
え
る
医
学
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
観
蔵
に
進
ん
だ
古
方
派
に
お
い
て
も
、
藺
説
の
受

容
は
、
自
己
が
行
っ
た
「
観
蔵
」
と
い
う
事
実
認
識
の
結
果
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
認
識
の
枠
組
自
体
は
、
蘭
説
受
容
以
前
か
ら
自
己
の
内

に
既
に
あ
っ
た
も
の
に
依
っ
て
い
る
と
ゑ
ら
れ
る
。

う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
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獺
に
せ
よ
死
者
に
せ
よ
、
と
も
か
く
見
得
る
「
も
の
」
か
ら
出
発
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
生
体
に
つ
い
て
の
仮
の
理
論
を
立
て
る
こ
と
、
多
様

な
個
狗
の
身
体
の
現
実
を
忘
れ
な
い
こ
と
、
人
の
心
身
を
全
体
的
に
と
ら
え
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
ど
ち
ら
も
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
道
で

あ
る
。
少
な
く
と
も
現
在
の
私
達
は
、
そ
の
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

翻
っ
て
江
戸
の
時
代
に
戻
れ
ば
、
事
実
に
基
づ
こ
う
と
す
る
精
神
、
理
論
と
実
践
と
の
結
合
と
い
う
こ
と
は
、
理
論
を
無
視
し
た
か
に
見
え

る
人
を
も
含
め
て
（
な
ぜ
無
視
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
）
お
そ
ら
く
誰
に
も
共
通
し
て
い
た
。
ま
た
単
に
機
械
論
的
な
思
考
で
あ
れ

ば
、
蘭
学
が
初
め
て
商
し
た
も
の
と
は
言
い
難
い
。
蘭
学
を
通
し
て
受
容
さ
れ
た
の
は
、
あ
る
仮
説
と
、
そ
れ
が
基
づ
い
て
い
た
解
析
原
理
・

徹
底
し
た
機
械
論
を
選
択
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
選
択
は
や
が
て
、
個
の
多
様
性
へ
の
視
点
の
欠
落
と
、
有
機
体
と
し
て

の
身
体
生
理
重
視
の
立
場
の
後
退
を
も
結
果
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
三
英
の
批
判
は
ま
さ
に
こ
の
点
に
向
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
こ
こ
に
お
い
て
も
、
差
異
は
思
考
の
枠
組
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
同
じ
思
考
の
枠
組
を
身
体
の
ど
の
よ
う
な
現
実
に
向
け
て
適
用
す

る
か
に
あ
る
の
で
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
見
得
る
も
の
と
し
て
の
獺
や
人
の
死
体
に
そ
れ
を
適
用
し
、
か
つ
そ
れ
を
全
て
の
生
者
の
内
景
に
一
般

化
し
よ
う
と
し
た
一
部
の
古
方
派
達
の
考
え
は
、
や
が
て
玄
白
達
の
グ
ル
ー
プ
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
言
説
と
し
て
の
オ
ラ
ン
ダ
病
理
学
の
受
容

を
経
て
、
西
欧
の
徹
底
し
た
機
械
論
・
解
析
原
理
に
基
づ
く
身
体
論
の
受
容
へ
と
向
か
う
。
一
方
三
英
は
あ
く
ま
で
治
療
の
対
象
で
あ
る
個
々

の
身
体
内
部
の
多
様
性
、
有
機
体
と
し
て
の
在
り
方
に
固
執
し
、
死
者
の
身
体
の
解
剖
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
と
同
時
に
旧
来
の
内
景
説
は

存
疑
の
態
度
で
温
存
し
な
が
ら
、
生
体
を
扱
う
個
々
の
医
家
達
の
「
自
得
発
明
」
と
い
っ
た
経
験
の
積
み
重
ね
の
内
に
、
生
体
の
真
実
に
迫
っ

て
ゆ
く
道
を
求
め
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。

（
１
）
富
士
川
勝
氏
『
日
本
医
学
史
』
も
四
囲

（
２
）
浅
田
宗
伯
『
皇
国
名
医
伝
』
巻
下
（
そ
の
「
前
編
一
に
も
記
事
が
散
見
さ
れ
る
叱
森
銑
三
氏
『
お
ら
ん
だ
正
月
』
十
四
、
及
び
（
１
）
の
富
士
川
氏
の

著
が
主
な
も
の
で
あ
る
〕
但
し
そ
の
生
涯
・
家
系
に
つ
い
て
は
望
月
氏
十
四
代
の
四
郎
氏
一
』
『
望
月
家
の
歴
史
と
記
録
』
と
い
う
詳
細
な
調
査
椛
告
雪
が

あ
る
。 註
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（
３
）
「
望
月
三
英
の
研
究
」
（
未
発
表
）

（
４
）
恩
命
に
よ
っ
て
長
崎
表
か
ら
求
め
た
程
桁
道
本
を
紅
葉
山
文
庫
の
宋
版
残
欠
本
（
十
一
巻
本
）
と
対
校
し
た
も
の
。
明
白
に
入
れ
替
え
ら
れ
た
部
分
を

除
い
て
割
注
の
旧
を
残
し
て
い
る
（
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
闘
疑
の
態
度
）
他
は
、
精
善
な
対
校
作
業
と
言
っ
て
よ
い
。

（
５
）
合
田
求
吾
の
同
定
は
、
宗
田
一
、
大
塚
恭
男
両
氏
の
御
教
示
に
依
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
謹
ん
で
感
謝
申
し
上
げ
る
．

（
６
）
『
官
医
家
譜
」

（
７
）
長
崎
表
に
住
し
て
い
た
野
英
伯
な
る
門
人
を
介
し
て
い
た
（
『
又
玄
余
草
』
巻
三
答
野
英
伯
耆
な
ど
）
ら
し
い
。
野
英
伯
に
つ
い
て
は
今
知
る
所
が
な

い
。
博
雅
の
示
教
を
賜
わ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
８
）
重
与
田
求
吾
耆
中
の
『
古
今
図
書
集
成
』
が
秘
府
に
入
っ
た
の
は
宝
暦
十
三
年
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
前
と
し
て
も
、
再
び
本
丸
仕
と
な
っ
た
六

（
９
）
周
知
の
如
く
こ
れ
は
江
戸
医
学
（
館
）
が
興
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。

（
、
）
『
鹿
門
随
筆
』
に
よ
れ
ば
初
代
岡
本
玄
冶
で
あ
る
。

（
、
）
折
衷
す
べ
き
書
と
し
て
、
日
本
の
も
の
で
は
『
本
朝
食
鑑
』
・
『
大
和
本
草
』
、
中
国
の
も
の
で
は
『
日
用
本
草
』
・
李
東
垣
『
食
物
本
草
』
（
『
医
官
玄

稿
』
で
は
偽
作
と
す
る
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

Ｅ
）
浄
友
や
梶
原
性
全
、
徳
本
な
ど
が
古
名
医
と
し
て
『
鹿
門
随
筆
』
に
は
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
画
）
国
学
自
体
も
ま
た
、
西
説
と
り
わ
け
天
主
教
の
そ
れ
を
Ｈ
己
発
展
の
契
機
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
海
老
沢
有
道
氏
『
南
蛮
学
統
の
研
究
』
第

（
皿
）
『
鹿
門
随
筆
』
に
香
川
修
庵
を
高
く
買
っ
て
い
る
の
は
そ
の
故
で
あ
る
。

（
鴫
）
後
述
す
る
よ
う
に
和
医
書
評
価
に
は
、
こ
の
他
上
古
に
渡
っ
た
唐
医
方
の
迩
珠
と
い
っ
た
考
え
方
が
あ
る
。

（
略
）
佐
藤
昌
介
氏
『
洋
学
史
の
研
究
』
も
喝

（
ｒ
）
古
方
派
の
業
績
を
ど
う
と
ら
え
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。

（
肥
）
こ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
註
（
３
）
拙
稿
参
服
〕

（
四
）
『
史
記
』
肺
鵲
倉
公
伝
に
引
く
上
古
の
医
愈
州
の
伝
説
、
『
後
漢
諜
』
方
術
伝
の
華
佗
の
事
跡
な
ど
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
古
代
中
国
医
学
の
思

考
枠
が
常
に
有
機
体
論
的
な
相
互
変
換
を
許
す
よ
う
な
陰
陽
二
元
論
で
一
貫
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
拙
稿
ヨ
論
衡
』
と
医
術
」
（
集
刊

十
五
歳
以
降
の
こ
と
に
な
る
。

九
章
な
ど
参
照
。

東
洋
学
団
号
）
を
参
照
。
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（
鋤
）
山
脇
東
洋
な
ど
で
は
オ
ラ
ン
ダ
解
剖
苔
が
ひ
と
つ
の
刺
激
（
漢
説
を
州
対
化
す
る
為
の
）
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

（
劃
）
勿
論
こ
の
こ
と
は
、
そ
れ
以
前
の
三
英
に
お
い
て
和
医
方
が
全
く
省
雄
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

※
『
又
玄
余
草
』
・
『
勧
医
抄
』
・
『
医
官
玄
稿
』
は
東
北
大
学
付
属
図
書
館
蔵
小
野
隆
庵
遺
吉
本
、
『
鹿
門
随
筆
』
は
同
狩
野
文
庫
本
と
杏
林
誰
耆
本
に
依
っ

て
い
る
。
で
き
る
限
り
原
文
の
ま
ま
と
し
た
が
、
誤
読
の
虞
が
あ
る
所
で
は
適
宜
送
り
が
な
を
補
い
、
句
読
点
を
加
え
た
“
小
論
を
含
む
筆
者
の
望
月
三

英
研
究
の
梗
概
は
、
北
里
研
究
所
付
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
室
主
催
の
、
第
二
回
漢
方
学
説
研
究
会
で
口
頭
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

席
上
、
種
々
御
教
示
を
賜
わ
っ
た
大
塚
恭
男
、
宗
田
一
、
矢
部
一
郎
の
諸
先
生
方
、
東
医
研
の
畏
友
諸
氏
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
資
料
を
提
供

さ
れ
た
望
月
氏
十
四
代
四
郎
氏
、
及
び
氏
の
住
所
、
著
書
な
ど
に
つ
い
て
御
教
え
い
た
だ
い
た
浅
草
信
入
院
に
も
謹
ん
で
感
謝
申
し
上
げ
る
。

『
国
］
○
匡
哩
〕
号
の
ロ
四
目
の
、
閏
】
国
戸
島
ｏ
ｎ
臣
昌
一
置
厨
言
巴
』
穴
ｓ
ｇ
員
〕
〕
昏
曾
①
閏
．
①
庁
芝
四
員
甘
庁
吻
弓
昌
島
、
、
臣
閉
匡
切

夛
ミ
画
く
○
局
《
ず
』
巨
弄
』
巨
中
畠
山
命
与
之
騨
印
ご
○
門
自
陣
目
』
α
の
『
四
国
・
・
旨
・
昇
昌
』
『
③
①
］
夢
『
｝
５
国
、
の
く
⑦
『
画
｝
］
四
七
四
口
の
碗
⑦
い
○
ず
○
』
画
畠
ワ
の
噸
四
国
芦
○

］
４
①
里
訂
①
号
①
ｍ
揖
冨
登
ら
昌
肩
の
具
．
ご
二
言
｝
］
庁
回
国
］
旨
い
旨
の
旨
島
国
函
己
昌
旦
弓
冒
命
昌
ｏ
旨
⑦
．
シ
い
、
四
目
ｇ
｝
国
旦
冒
囚
冒
く
宇
苛
ロ
号

、

写
ミ
一
戸
○
写
く
①
胃
⑦
○
○
冒
○
の
昌
冒
四
一
旨
目
、
○
旨
觜
〕
巨
言
》
｝
〕
夛
自
ｏ
Ｑ
｛
○
』
目
①
也
与
①
毒
画
Ｑ
医
の
囚
尉
Ｑ
○
局
員
｝
画
昌
く
唇
の
一
之
旨
〕
①
Ｑ
芦
ｇ
ロ
①
浄
○
目
）
二
一
の
写
こ
の
切
一
。

、

胃
房
目
⑦
の
巳
①
勝
５
思
冒
昏
自
岸
①
巨
目
唖
①
届
｝
届
堅
冒
９
ヶ
の
８
目
①
画
名
ｇ
旨
屏
岳
旦
ロ
Ｅ
巳
）
旨
①
ｇ
ａ
旨
①
》
ず
○
言
①
ぐ
日

の
閏
〕
凰
冨
○
ｇ
〕
旨
巨
富
》
の
ぐ
話
言
で
ｇ
昌
日
〕
ロ
昌
巳
］
言
①
ｓ
ｏ
言
①

四
国
ロ
］
四
℃
四
国
の
、
①
三
国
①
Ｑ
一
○
胃
〕
①

ず
く、

国
威
ｑ
凰
閂
の
函
昌
）
ン

連
絡
先
〒
知
仙
台
市
川
内
東
北
大
学
文
学
部
中
国
哲
学
研
究
室

電
話
○
二
二
二
’
二
二
’
一
八
○
○
（
内
）
二
五
五
九
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hethoughtthatDutchsurgerywasbetterthantheChinesewhileChinesemedicinewasapplicable
tointernalmedicine.AIsotheKnowledgeofDutchmedicineoverthrewtheabsoluteauthoritvof

′

Chinesemedicine,andintroducedtheviewofrelativismtowardsothernations'variousmedicines.

FromthispointofviewSaneirecognizedtheimportanceofJapanesemedicine.

HesetahighvalueonDutchsurgery,howeverhecouldnotaccepttheDutchanatomical

chartinspiteofthefactthathisclosefi､iendToyoYamawakiwasthefirstmanwhodissecteda

deadhumanbodyinJapan.ReadinghisworkswecanrealizethatSaneiwantedtoqualifyDutch

su1､geryasexternalmedicine.Sincewecan'tseetheinsideoflivinghumanbodiestheymustbe

quitevariedanddiffbrentfi､omdeadones.Asheconceivedthehumanbodyasanorganism>he
couldnotaccepttheDutchanatomicalchartasauniversalone・

（
①
函
）

⑪
⑭
的


